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皆
さ
ん
も
冠
婚
葬

祭
互
助
会

っ
て
聞
か

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ
ね

。
月
々
一
定

額
を
概
ね
十
年
ほ
ど

積
み
立
て
て

、
結
婚

式
や
お
葬
式
の
時
に

利
用
す
る
と
い
う
仕

組
み
の
こ
と
で
す

。

あ
互
助
会
自
体
は
相

互
扶
助
の
原
則
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が

互
助
会
が
冠
婚
葬
祭

で
機
能
し
た
の
は

、

昭
和
の
時
代
で
終

っ

た
と
感
じ
ま
す

。
・

あ
互
助
会
は

、
結
婚

式
で
い
え
ば
花
嫁
衣

裳

、
お
葬
式
で
は
祭

壇
が
代
表
例
で
す
が

「
高
額
な
も
の
を
お

金
を
出
し
合

っ
て
共

同
で
購
入
し

、
出
資

者
が
必
要
な
時
に
共

同
で
利
用
す
る

」
が

基
本
で
す

。
昭
和
と

い
え
ば
今
か
ら
三
十

年
ほ
ど
前
の
こ
と

、

殆
ど
の
お
葬
式
が
ご

自
宅
で
行
わ
れ

、
結

婚
式
も
多
く
が
ご
自

宅
で
行
わ
れ
て
い
た

当
時
は

、
正
に
合
理

的
な
シ
ス
テ
ム
だ

っ

た
と
い
え
ま
す

。
・

あ
平
成
に
入
り

、
結

婚
式
は
専
門
式
場
や

ホ
テ
ル

、
お
葬
式
も

斎
場
で

、
が
当
た
り

前
に
な
り
ま
し
た

。

ご
自
宅
で
行

っ
て
い

た
頃
と
異
な
り

、
人

的
部
分
や
施
設
の
利

用

、
料
理
等
も
全
て

葬
儀
社
に
依
頼
す
る

こ
と
か
ら

、
衣
裳
や

祭
壇
の
金
額
的
ウ
エ

イ
ト
が
低
く
な
り
互

助
会
の
特
徴
で
あ
る

共
同
利
用
の
メ
リ

ッ

ト
が
影
を
潜
め
て
し

ま

っ
た
訳
で
す

。
・

あ
下
図
は

、
互
助
会

の
仕
組
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
で
す

。

今

、
互
助
会
は
会
社

組
織
で
運
営
し
て
い

ま
す
が

、
そ
れ
を
所

管
す
る
の
が
経
済
産

業
省
で
す

。
本
来
で

あ
れ
ば
消
費
者
の
お

金
を
預
か
る
訳
で
す

か
ら
銀
行
や
証
券
会

社
な
ど
と
同
様
に
金

融
庁
が
監
督
官
庁
に

な
る
の
が
相
応
し
い

で
し
ょ
う

。
し
か
し

互
助
会
各
社
は

、
金

融
庁
レ
ベ
ル
の
指
導

に
は
耐
え
き
れ
ず

、

経
産
省
も
移
管
し
た

い
け
ど
出
せ
な
い
事

情
が
あ
り

、
仕
組
自

体
が
形
骸
化
し
て
い

る
と
い

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
所
ま
で
き

て
い
ま
す

。
・
・
・

あ
当
の
経
済
産
業
省

ま
で
も
今
で
は

「
昭

和
の
負
の
遺
産

」
で

あ
る
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に

き
て
い
る
の
で
す

。

あ
話
は
変
わ
り
ま
す

が

、
互
助
会
は
途
中

で
解
約
で
き
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か

。

手
数
料
は
差
し
引
か

れ
ま
す
が

、
解
約
す

れ
ば
積
み
立
て
た
お

金
が

、
現
金
で
戻

っ

て
く
る
ん
で
す

。
・

あ
互
助
会
の
会
社
に

よ

っ
て
は

、
解
約
を

防
ぐ
た
め
に
色
々
と

言

っ
て
く
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が

、
解
約

は
会
員
に
保
障
さ
れ

た
権
利
な
ん
で
す

。

あ
も
し

、
解
約
を
拒

む
よ
う
で
し
た
ら

、

消
費
者
庁
の
相
談
窓

口
に
ご
相
談
さ
れ
る

と
そ
の
会
社
に
指
導

が
入
り

、
解
約
し
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に

な
り
ま
す
し

、
大
抵

の
場
合

「
消
費
者
相

談
窓
口
に
…

」
と
い

え
ば

、
無
理
な
引
止

め
は
無
い
と
思
い
ま

す

。
ま
た

、
当
社
な

ど
へ
ご
相
談
い
た
だ

い
て
も

、
ス
ム
ー
ズ

に
解
約
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す

。

あ
互
助
会
は

、
儀
式

の
変
化
に
よ

っ
て

、

そ
の
使
命
を
完
全
に

終
え
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん

。

に
大
き
く
入
れ
て
い

ま
し
た
が

、
シ
ー
ル

　
終
活

、
こ
の
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て

、
三
年
余
り

が
経
ち
ま
す
が

、
一

体

、
何
か
ら
手
を
付

け
て
良
い
の
か

、
と

お
悩
み
の
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん

。

　
そ
こ
で
今
回

、
実

施
し
た
の
が
終
活
バ

ス
ツ
ア
ー

。
皆
様
の

終
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

医
療
機
関
や
老
人
施

設

、
墓
地
や
公
共
式

場
な
ど

、
終
活
に
関

連
す
る
施
設
を
訪
問

し

、
専
門
の
ス
タ

ッ

フ
か
ら
説
明
を
受
け

る
と
い
う
の
が

、
今

回
の
ツ
ア
ー
の
主
な

目
的
で
す

。
・
・
・

あ
全
く
初
め
て
の
企

画
で
し
た
が

、
参
加

者
の
意
識
は
高
く

、

各
訪
問
先
で

、
熱
心

に
係
の
方
の
話
を
聞

か
れ
て
い
る
様
子
が

印
象
的
で
し
た

。
・

あ
写
真
は

、
保
田
窪

に
あ
る
老
健
施
設
の

鶴
翔
苑
の
施
設
内
を

見
学
し
て
い
る
様
子

で
す
が

、
そ
の
他
の

施
設
も

、
皆
さ
ん
興

味
深
く
見
学
さ
れ
て

い
ま
し
た

。
・
・
・

あ
く
ま
も
と
県
民
葬

祭
で
は

、
今
回
ご
参

加
頂
い
た
皆
様
か
ら

ご
好
評
だ

っ
た
こ
と

を
受
け

、
八
月
二
十

二
日
に
再
度
終
活
バ

ス
ツ
ア
ー
第
二
弾
を

実
施
す
る
事
と
致
し

ま
し
た

。
次
回
も
定

員
は
二
十
名

（
先
着

順

）
、
参
加
費
は
無

料
で
実
施
す
る
予
定

で
す

。
先
着
順
と
な

り
ま
す
か
ら

、
参
加

を
ご
希
望
の
方
は

、

お
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
ね

。

　
安
全
保
障
関
連
法
案
が
、

与
党
の
単
独

採
決
で
衆
議
院
を
通
過
し
ま
し
た
。

賛
否

両
論
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
賛
成
、

反

対
の
議
論
は
抜
き
に
し
て
、

こ
こ
だ
け
は

皆
さ
ん
に
是
非
知
っ

て
お
い
て
欲
し
い
と

い
う
部
分
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

・
・

▼
安
保
関
連
法
案
と
一
言
で
表
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、

国
際
平
和
支
援
法
と

い
う
法
律
の
新
設
と
、

自
衛
隊
法
や
Ｐ
Ｋ

Ｏ
協
力
法
を
は
じ
め
十
の
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
の
が
関
連
法
案
の
内
訳
で
す
。

▼
十
の
法
改
正
の
う
ち
、

現
行
と
名
称
が

変
わ
る
の
が
二
法
案
あ
り
ま
す
。

一
つ
は

周
辺
事
態
安
全
確
保
法
が
重
要
影
響
事
態

安
全
確
保
法
に
、

も
う
一
つ
は
米
軍
行
動

関
連
措
置
法
が
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法

に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
名
称
の
変
更
が
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
や
、

地
球
の
裏
側
ま
で
等

憶
測
を
招
く
結
果
に
な
っ

た
と
言
え
る
で

し
ょ

う
し
、

戦
争
が
で
き
る
国
云
々
と
い

う
議
論
に
発
展
し
た
原
因
で
し
ょ

う
。

・

▼
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、

日
本
の
方
向
を

大
き
く
変
え
る
訳
だ
か
ら
、

国
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
と
充
分
な
議
論
を
尽
く
す
こ

と
で
す
。

も
う
一
つ
大
切
な
の
は
独
立
国

で
あ
る
以
上
、

可
能
性
を
排
除
し
て
は
い

け
な
い
、

外
国
軍
が
日
本
を
攻
め
て
く
る

想
定
も
排
除
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
で
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
議
論

す
る
こ
と
が
正
論
で
し
ょ

う
。

あ
え
て
自

論
を
い
え
ば
、

解
釈
の
変
更
な
ど
と
い
う

小
手
先
の
問
題
で
は
な
く
、

憲
法
改
正
を

正
々
堂
々
と
議
論
す
る
、

そ
の
こ
と
こ
そ

が
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
唯
一
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。

個
別
的
、

集
団
的
の
問

題
も
、

個
別
的
自
衛
権
の
ど
こ
に
限
界
が

あ
る
の
か
、

な
ぜ
集
団
的
自
衛
権
な
の
か

の
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。
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を
観
光
予
定

。
昼
食

は
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

で
参
加
費
は
お
一
人

３
２
０
０
円
と
驚
き

価
格
で
す

（
出
発
日

は
十
五
日
木
曜

、
昼

食
時
入
浴
を
ご
希
望

の
方
は
別
途
３
７
０

円
が
必
要
で
す

）
。

あ
・
・
・
・
・
・
・

あ
十
一
月
の
日
帰
り

企
画
は

、
武
雄
温
泉

と
御
船
山
紅
葉
の
旅

で
す

。
紅
葉
の
名
所

と
し
て
名
高
い
佐
賀

県
の
御
船
山
楽
園

、

そ
れ
に
佐
賀
県
で
も

歴
史
あ
る
武
雄
温
泉

を
組
合
せ

、
皆
様
に

紅
葉
の
景
色
も
温
泉

も
美
味
し
い
お
料
理

も
お
楽
し
み
頂
こ
う

と
い
う
企
画
で
す

。

あ
こ
ち
ら
の
ツ
ア
ー

の
参
加
費
は
お
一
人

４
３
０
０
円
の
び

っ

く
り
価
格

、
出
発
日

は
十
七
日
火
曜
日
の

予
定
で
す

。
・
・
・

あ
・
・
・
・
・
・
・

※
定
員
は
各
２
０
名

で
先
着
順
で
す

。

　
く
ま
も
と
県
民
葬
祭
な
ら
び
に
悠
々
倶
楽

部
で
は

、
２
０
１
５
年
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
沢
山
計
画
し
て
い
ま
す

。
会
員
の
皆
様
は

も
と
よ
り

、
会
員
以
外
の
皆
様
も
こ
の
機
会

に
是
非
ご
入
会
い
た
だ
き

、
旅
行
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね

。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す

。

　
十
一
年
間
の
感
謝

を
こ
め
て

、
十
月
七

日

（
水

）
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま

で

、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
東
京
塚
に
お

き
ま
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
致
し
ま
す

。

あ
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

お
葬
式
の
流
れ

「
喪

主
の
体
験
し
て
み
ま

ほ
か

、
熊
本
で
人
気

の
高
い
有
名
店
の
屋

台
コ
ー
ナ
ー
も
予
定

し
て
い
ま
す

。
入
場

は
無
料
で

、
講
演
と

遺
影
撮
影
以
外
は

、

ご
都
合
の
良
い
お
時

間
に
ご
来
場
い
た
だ

け
ま
す

。
詳
し
く
は

ス
タ

ッ
フ
ま
で

。

鳥
の
巣
展
望
所
な
ど

を
半
日
か
け
て
観
光

し

、
午
後
一
時
に
は

長
浜
港
内
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
名
物
た

か
え
び
の
定
食
を
い

た
だ
き

、
フ

ェ
リ
ー

で
串
木
野
新
港
経
由

で
楽
し
い
旅
の
二
日

間
を
終
え
ま
し
た

。

あ
今
回
の
ツ
ア
ー
は

お
天
気
の
も
恵
ま
れ

雨
も
ほ
と
ん
ど
な
く

こ
の
時
期
に
し
て
は

珍
し
く
強
い
日
差
し

も
な
く

、
二
日
間
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た

。

　
悠
々
倶
楽
部
が
お

届
け
す
る
２
０
１
５

秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は

九
月
に
一
泊
ツ
ア
ー

が
一
本
と
十
月
と
十

一
月
に
日
帰
り
が
各

一
本
の
計
三
企
画

。

あ
何
れ
の
ツ
ア
ー
も

内
容

、
金
額
と
も
に

ご
満
足
い
た
だ
け
る

と
確
信
し
て
お
り
ま

す
の
で

、
皆
様
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い

。
・

あ
・
・
・
・
・
・
・

あ
ま
ず
九
月
の
一
泊

ツ
ア
ー
は
十
五
～

十

六
日
の
予
定
で
伊
勢

海
老
を
食
す
イ
ル
カ

ウ

ォ
ッ
チ
ツ
ア
ー

。

舟
の
上
か
ら
イ
ル
カ

を
観
て
新
鮮
な
お
魚

に
加
え
伊
勢
海
老
ま

で
い
た
だ
く
贅
沢
な

企
画

。
参
加
費
は
四

食
付
で
お
一
人
１
万

８
千
円

、
勿
論
イ
ル

カ
ウ

ォ
ッ
チ
の
料
金

も
含
ま
れ
た
価
格
で

す

。
宿
泊
は
毎
年
大

満
足
頂
い
て
い
る
天

草
の
ひ
ら
の
屋
さ
ん

を
利
用
予
定
で
す

。

あ
・
・
・
・
・
・
・

あ
十
月
の
日
帰
り
企

画
は

、
生
駒
高
原
と

え
び
の
県
南
の
旅

。

生
駒
高
原
に
咲
き
誇

る
コ
ス
モ
ス
を
鑑
賞

し

、
え
び
の
市
内
の

観
光
果
実
園

、
人
吉

に
新
た
に
で
き
た
鉄

道
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
等

せ
ん
か
？

」
で

、
な

か
な
か
経
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
喪
主

の
心
得
な
ど
に
つ
い

て

、
寸
劇
を
交
え
ご

紹
介
い
た
し
ま
す

。

あ
そ
の
他
に
も
イ
ベ

ン
ト
恒
例
の
入
棺
体

験
や
遺
影
写
真
の
撮

影
な
ど
盛
り
沢
山
の

内
容
を
企
画
し
て
お

り
ま
す

。
屋
外
コ
ー

ナ
ー
で
は

、
昨
年
導

入
し
た
大
型
霊
柩
車

「
絆
号

」
の
展
示
の

　
悠
々
倶
楽
部
で
は

七
月
二
十
二
日
か
ら

一
泊
で

、
第
９
２
回

バ
ス
ツ
ア
ー

「
甑
島

満
喫
の
旅
Ⅱ｣

を
催

行
し
ま
し
た

。
・
・

あ
甑
島
満
喫
の
旅
は

上
中
下
の
わ
か
れ
る

甑
列
島
の
全
島
を
巡

る
正
に
満
喫
の
旅
で

今
年
が
通
算
五
回
目

甑
の
長
浜
港
へ

。
下

船
後
は
宿
泊
先
へ
と

直
行
し

、
先
ず
は
美

味
し
い
お
料
理
を
楽

し
み
ま
し
た

。
・
・

あ
行
程
二
日
目
は
下

甑
の
島
内
観
光

。
こ

ち
ら
の
現
地
ガ
イ
ド

さ
ん
は

、
初
回
か
ら

お
世
話
に
な

っ
て
い

る
松
田
さ
ん
で

、
武

家
屋
敷
跡
や
ナ
ポ
レ

オ
ン
岩

、
鹿
の
子
ユ

リ
が
見
頃
を
迎
え
た

と
な
る
人
気
の
コ
ー

ス

。
今
回
も
十
八
名

の
皆
様
と
共
に

、
甑

の
美
し
い
景
色
と
海

の
幸
を
満
喫
し
て
参

り
ま
し
た

。
・
・
・

あ
行
程
一
日
目
は
熊

本
市
内
を
早
朝
に
出

発
し

、
串
木
野
新
港

か
ら
フ

ェ
リ
ー
で
上

甑
の
里
港
ま
で
渡
り

上

、
中
甑
を
観
光

。

あ
現
地
ガ
イ
ド
の
石

原
さ
ん
の
案
内
で

、

長
目
の
浜
を
は
じ
め

ト
ン
ボ
ロ
の
街
並
み

や
中
甑
の
帽
子
山
展

望
所
か
ら
の
眺
め

、

全
長
約
４
２
０
メ
ー

ト
ル

、
上
と
中
を
つ

な
ぐ
橋
の
一
つ
の
甑

大
明
神
橋
は
徒
歩
で

渡
り

、
複
雑
な
地
層

か
ら
な
る
切
り
立

っ

た
断
崖
や
美
し
い
海

の
景
色
な
ど
を
充
分

に
堪
能
し
ま
し
た

。

あ
上
中
甑
を
観
光
後

再
び
フ

ェ
リ
ー
で
下

会員募集中
バスツアー

（通年開催）

各種イベントなど

優待価格でご利用いただけ

お葬式でのご利用は予約価格となります

入会金は 10,000円 のみ

わりを決めて終
き活き暮らせます活

悠々倶楽部とは、くまもと県民葬祭の

生前予約者のサークルで、会員同士

の親睦を図ると同時に、各種イベント

や旅行等、人生を楽しく過ごすための

事業を行っています。

皆さんもいかがですか？

悠々倶楽部または入会に関するお問

合わせはスタッフまでお気軽にどうぞ

葬儀保険

千千千千のののの風風風風
加入者募集中！

葬儀保険、という言葉を聞かれた

ことがありますか？

葬儀保険とは、死亡保障に特化し

た保険商品で、月々わずかな掛金

で大きな保障が得られます。

葬儀保険の特徴は

①保障金額が定額①保障金額が定額①保障金額が定額①保障金額が定額

②加入審査も簡単②加入審査も簡単②加入審査も簡単②加入審査も簡単

③加入年齢が幅広い③加入年齢が幅広い③加入年齢が幅広い③加入年齢が幅広い

などで、保険金の支払いも申請後

１～２日に行われます。

つまり葬儀費用やお布施など、急

を要する支払いにも対応が可能

という訳です。更に掛金も、

100万円の保障の場合60歳代

で月々2,000円とお得です。

葬儀保険に関するお問い合わせは

スタッフまでおたずねください。

ご契約に際しては、約款や商品の

パンフレット等を必ずお読みください

阿蘇阿蘇阿蘇阿蘇のののの大自然大自然大自然大自然にににに抱抱抱抱かれてかれてかれてかれて永久永久永久永久のののの眠眠眠眠りをりをりをりを

南阿蘇自然葬南阿蘇自然葬南阿蘇自然葬南阿蘇自然葬のののの里里里里、、、、好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中

現在第三区画分譲中現在第三区画分譲中現在第三区画分譲中現在第三区画分譲中

良良良良いいいい場所場所場所場所はおはおはおはお早早早早めにめにめにめに
210,000210,000210,000210,000円円円円

現地見学会開催中現地見学会開催中現地見学会開催中現地見学会開催中
お問い合わせはスタッフまでお問い合わせはスタッフまでお問い合わせはスタッフまでお問い合わせはスタッフまで

秋秋秋秋
の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト

開
催
予
定

開
催
予
定

開
催
予
定

開
催
予
定

県県県県
民民民民
葬葬葬葬
祭祭祭祭

悠々倶楽部悠々倶楽部悠々倶楽部悠々倶楽部

第92回悠々倶楽部バスツアー

甑島満喫甑島満喫甑島満喫甑島満喫のののの旅旅旅旅ⅡⅡⅡⅡ

４４４４名様用名様用名様用名様用ファミリータイプファミリータイプファミリータイプファミリータイプ

750,000750,000750,000750,000円円円円

悠
々
倶
楽
部

悠
々
倶
楽
部

悠
々
倶
楽
部

悠
々
倶
楽
部

十
月
七
日

十
月
七
日

十
月
七
日

十
月
七
日

感
謝
祭

感
謝
祭

感
謝
祭

感
謝
祭
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催

皆様皆様皆様皆様にににに支支支支えられてえられてえられてえられて11111111年年年年

くまもとくまもとくまもとくまもと県民葬祭感謝祭県民葬祭感謝祭県民葬祭感謝祭県民葬祭感謝祭

１０１０１０１０月月月月７７７７日日日日((((水水水水)))) 午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時～～～～午後午後午後午後４４４４時時時時

～～～～ おおおお葬式葬式葬式葬式のののの流流流流れれれれ ～～～～

●喪主の体験してみませんか？

いざという時に必要な喪主の心得とは？

●入棺体験 ●遺影写真撮影

●霊柩車（絆号）展示

●熊本の有名店屋台コーナー

屋外コーナーでは！

お葬式の流れ、遺影撮影は要事前予約

秋秋秋秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
バ
ス
ツ
ア
ー
＆＆＆＆

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

毎
年
恒
例

毎
年
恒
例

毎
年
恒
例

毎
年
恒
例
のののの


